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ガス用弁の使用承認
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概要

◼ 使用承認について
✓ 対象：使用温度が-55℃未満の, 液化ガス運搬船/ガス燃料船向けのガス用弁*

JIS 又は本会の適当と認める規格以外をベースに設計されたガス用弁

＊弁：逃し弁を除く、閉止機能があるもの（止め弁, 緊急遮断弁, 逆止弁など）

✓ 規則：舶用材料・機器等の承認及び認定要領(以下，認定要領) 第6編 2章

鋼船規則検査要領N/GF編 附属書1 5章

✓ 有効期限：5年

◼ 承認の取得時期
✓ 弊会船級船に搭載される弁の初回製造前
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※使用承認取得の要否にかかわらず必要 (p13, 14)
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承認プロセス

◼ 担当部署
✓ 資料の審査 / 証書発行：機関部（本部）

✓ プロトタイプテスト立会：受検工場の最寄りの弊会検査支部（参照： 拠点一覧 | ClassNK）

申請者 NK検査支部 NK機関部

①申込, 資料の審査

②プロトタイプテスト

③証明書発行

審査

プロトタイプテスト

テストレポート 受領・確認

申込書類

確認

証明書発行
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※図面審査及びタイプテストがスムーズに進んだ場合
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https://www.classnk.or.jp/hp/ja/directory/dir_top.aspx


2023/12/1 01

提出資料 [認定要領第6編 2.2.2 及び検査要領 N編/GF編附属書1, 1.2]

◼ 申請書(Form 6-2(J))

✓ 弊会HPよりダウンロードください
（URL: https://www.classnk.or.jp/hp/ja/download/dl_appli.aspx ）

◼ 製造所の概要に関する資料 (パンフレットなど)

◼ 技術資料 (製品のカタログなど)

◼ 製造及び品質管理基準に対する資料

◼ 製造及び納入実績

◼ 溶接要領詳細 (試験検査を含む。製造で溶接を行う場合)

◼ 承認用図面 (詳細はp5を参照ください)

◼ プロトタイプテスト試験方案 (詳細はp6～8を参照ください)
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上記の資料をそろえた上で弊会機関部(mcd@classnk.or.jp)へご連絡ください。

https://www.classnk.or.jp/hp/ja/download/dl_appli.aspx
mailto:mcd@classnk.or.jp
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弁の図面審査

◼ 図面の記載
✓ 材料及び設計圧, 最低使用温度及び使用流体を図面に明記ください。

✓ 申請対象の全サイズに関する図面を提出ください

✓ 設計がJISやASME等の規格に従っている際はその旨を図面に明記ください。

◼ 材料
✓ 使用温度に適した材料 [鋼船規則N編 6.4/GF編 7.4]

✓ 弁の主要な受圧構造部の材料（例：BodyやBonnet）は鋼船規則K編に適合する材料

ただし、以下に使用される場合を除く

(a) 設計圧力が1 MPa 未満であって設計温度が0℃以上の貨物/燃料用及びプロセス用管装置に使用される弁

(b) 設計圧力が3 MPa 未満，設計温度が0℃以上の貨物/燃料用及びプロセス用管装置であって，呼び径100 A未満のものに
使用される弁

(c) 設計圧力及び設計温度にかかわらず，外径25 mm 以下の付属管装置又は計測用管装置に使用される弁

◼ 継手
✓ 鋼船規則N編 5.8/GF編 7.3.6-4を満たすこと
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プロトタイプテスト [検査要領N編/GF編附属書1 5.3.1]

◼ プロトタイプテストの内容

✓ 材料試験

✓ 圧力試験

✓ 気密試験

✓ 漏洩量確認試験

✓ 低温作動試験

✓ 開放検査

✓ 流量または容量の試験

✓ 火災試験（融点が925℃以下の材料を使用している緊急遮断弁が対象）

✓ その他の弊会が必要と認める試験及び検査
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プロトタイプテスト [検査要領N編/GF編附属書1 5.3.1]

◼ 材料試験
✓ 規則K編関連各章及び規則N編6.4の規定による

◼ 圧力試験
✓ 常温において、設計圧力の1.5倍の試験圧にて実施

◼ 気密試験
✓ 組立完了後、常温において、設計圧力の1.1倍の試験圧力にて実施
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プロトタイプテスト [検査要領N編/GF編附属書1 5.3.1]

◼ 漏洩量確認試験
✓ 低温作動試験前の実施

✓ 常温及び低温

✓ 設計圧力の1.1 倍まで，表5.1 に示す間隔の圧力

✓ 双方向の閉止機能がある弁：それぞれの方向へ実施

✓ 漏洩基準 常温：原則として漏洩がないこと

低温：本会が適当と認める漏洩量を超える漏洩がないこと

◼ 低温作動試験
✓ 最低設計温度以下の温度環境

✓ 20 回以上の開閉作動

✓ 作動の終了後に低温での漏洩量確認試験

✓ 低温での漏洩量確認試験後、常温での漏洩量確認試験

✓ 上記試験後に開放検査
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試験実施例

常温漏洩量確認試験

低温漏洩量確認試験

低温開閉作動

低温漏洩量確認試験

常温漏洩量確認試験

開放検査
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Type Approval Certificateの例
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◼ 承認情報の公開
✓ 証書発行後、サイトに承認情報及び証書の写しを公開することが可能です。

承認情報の公開
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承認リスト | ClassNK

承認情報の公開例

https://www.classnk.or.jp/appr_list/index.aspx
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使用承認の更新 [認定要領第6編 2.5.3]

◼承認の更新申請時の提出資料
✓ 申込書（Form6-2(J)）

✓ 直近五年間の製造実績/納品実績

◼更新のプロセス
✓ 提出資料の審査
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https://www.classnk.or.jp/hp/ja/download/dl_appli.aspx
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使用承認の変更

◼申請事例
✓ 対象の製品を追加する

✓ 部品形状や材料を変更する

✓ 社名を変更する

✓ 既に承認済みの設計圧力や設計温度の変更

◼承認の変更申請
✓ 申込書（Form6-2(J)）に、既承認資料のうち改訂されたものを添えて弊会 機関部へ提出ください

◼変更までのプロセス
✓ 提出資料の審査＋プロトタイプテスト

◼注意事項
✓ 承認の有効期限は延長されません
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https://www.classnk.or.jp/hp/ja/download/dl_appli.aspx
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使用承認の取得後 (図面承認)
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※使用承認取得の要否にかかわらず、図面承認が必要です。

◼ 図面承認
✓ 搭載船が判明次第、弊会機関部へ図面承認を申請ください。（提出方法は弊会ホームページの機関関係FAQの

Q2(機関関係FAQ | ClassNK）をご参照ください）

✓ 申請時に必要な図面及び資料

・要目表（設計圧力、最低設計温度、使用流体等を含む）

・組立断面図（部品の材料仕様、溶接詳細等を含む）

・向け先の情報（造船所名、船番 etc...）

・承認番号（使用承認が要求される場合）

https://www.classnk.or.jp/hp/ja/contact/faq/
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使用承認の取得後 (製品検査) [鋼船規則N編/GF編附属書 I-5章 5.3.2]
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◼ 製品検査
✓ 材料試験

✓ 水圧試験

✓ 気密試験

✓ 弁座漏洩量確認試験(下表参照)

⇒試験合格後、弊会支部より証明書が発行されます。

※使用承認取得の要否にかかわらず、製品検査が必要です。

対象 試験温度 試験圧力

常温試験 全数 常温 設計圧力の1.1倍以上

低温試験＊1 弁の各寸法及び各型式ごとに
少なくとも全数の10%＊2

最低設計温度以下 設計圧力の1.1倍以上

＊１ 使用温度が-55℃未満の場合
＊２ 試験に不合格があった時は、試験対象となっていない弁の一部又は全部に対し最低設計温度以下での試験が要求されます
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FAQ:よくある質問
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【使用承認の変更に関するプロトタイプテスト要否】

Q：弁の操作機構（開閉ハンドルの変更、空気作動式へ変更など）のみ変更があるが、プロトタイプテストは必要か？
A：主要構造部(弁体等)の変更がない場合はプロトタイプテストは不要になります。

Q：サイズの承認範囲を拡大したい場合、プロトタイプテストは必要か？
A：既存の範囲よりも大きいサイズの追加を希望される場合、最大サイズの弁でプロトタイプテストが必要になります。

【全般】

Q：承認費用の見積りは可能か？
A：弊会機関部(mcd@classnk.or.jp)へお問い合わせください。なお、プロトタイプテストが要求される際は試験予定時間を
提示いただきますようお願い申し上げます。また、請求書は証明書発行後に作成します。

Q：登録できる型式は納入が決まっているもののみか？
A：納入予定の有無にかかわらず承認することができます。ただし、承認に際して申請対象の図面が要求されておりますこと
をご留意ください。
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